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Abstract:  Applicat ion propert ies to dam foundation rock of non-destruction and the EM 
(Electro-Magnetic-methods) invest igation from which you can get  an invest igation result  
handily was inspected.Compared with a thing which harmonizes with a geological  survey 
result  for the most  part  after  i t  was contrasted with the ground property and an electric 
prospecting result ,  and the absolute value of the impedance is  paral lel  with the tendency 
different  l i t t le for the most  part .There was also a problem more than the above, but  some 
things knew a possibi l i ty that  i t  can be applied to a rockground. 
 

1. はじめに  
 ダム基礎岩盤等の地質構造の把握や地山評価を行うためには，設計段階ではボーリングや横坑調査の他

に弾性波探査や電気探査等の物理探査が行われることが多い．それら探査の測線展開によっては深度 100
ｍ超の探査が可能となるが，施工段階の日常管理的に用いる場合には，探査深度は 10ｍ程度の浅部が対象

で，精度的に劣っても「異常」が検知できれば有効である．その場合，短時間で結果が得られる簡便な手

法で，かつ，多数のセンサーを地表面に設置することやドリリング，さらに遠方までケーブル取回しなど

が不要であることが望ましい．非接触であればセンサーの設置不良に起因するトラブルも回避できる．そ

こで，探査深度は浅くても非破壊かつ簡便に探査が可能である EM（電磁波法）探査に着目した．同手法

は異物調査，盛土構造物，河川堤防における空洞探査など浅部地盤構造探査の実績が豊富であるが，岩盤

地山での適用例は少ない．とくに，美濃帯チャートなどの亀裂性硬質地盤を対象としたものでは皆無であ

る． 
本紙では，施工途中段階で日常的に行うダム基礎岩盤評価への EM 探査の適用性を検証した事例を述べ

る．なお，検証は，EM 探査結果と地山状況，ボーリング等による事前地質調査結果および実績が豊富で

ある電気探査結果と対比した． 
2. 探査機器と計測フロー 
 探査に用いた機器仕様を下記に示す．また，探査測定と解析フローを図-1 に示す．これらは，一般的な

方法であるが，後述する通り解析結果は絶対値による評価だけでなく，相対比等によっても評価を行った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆測定器 GEM-2（Geophex 社製）仕様 
周波数帯域          330Hz 〜 47,970Hz 
複合周波数オペレーション  最大 15 周波数 
送電線周波数モニター    50 または 60Hz 
コイル配置           水平方向 
コイル間隔           1.66m 
寸法・重量          本体部分︓183×11.5×2.8cm ，4kg 

                  操作部分︓21×11×6.4cm ，2.5kg 
内臓バッテリー         B905S 12VDC ，連続 8 時間使用 
最大送信出⼒        3A sqm 
基本出⼒           各周波数の In-Phase（同期位相）， 

Quadrature（離相レスポンス） 単位︓ppm 
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図-１ 測定・解析手順 

図-4  探査で抽出したゆるみ部（青色）と想定ゆるみ部（赤色） 

表-2  EM 探査結果（スライス図） 

写真-2  EM 探査測定状況 
図-3  EM 探査計測点 
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